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第３章 サービスの現状

第１節 介護保険サービス 

１．居宅サービス 

（１）訪問介護 

要支援者の延べ利用者数は、平成 25 年度では 506 人ありましたが、平成 28 年

度には 420人へ減少しています。要介護者の延べ利用回数は平成25年度の約3万

から平成28年度の約4万5千へと増加しています。（図表3-1-1-1） 

平成 26年度以降の要介護度別の延べ利用回数をみると、要介護５では平成28年

度が減少していますが、他の介護度では増加しています。（図表3-1-1-2） 

図表 3-1-1-1 訪問介護の利用状況（要支援：延べ利用者数、要介護：延べ利用回数） 

図表 3-1-1-2 訪問介護の要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用回数（回） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１    16.8 13.7 11.2 

要支援 2    23.4 24.0 23.8 

要介護１ 4,482 3,962 4,529 35.1 34.0 35.9 

要介護２ 7,914 8,397 9,140 40.2 45.7 46.8 

要介護３ 7,340 10,248 11,518 32.6 35.0 37.3 

要介護４ 6,615 7,168 11,812 22.1 22.6 29.1 

要介護５ 8,805 8,959 8,306 21.6 20.6 17.1 

合計 35,156 38,734 45,305 191.8 195.5 201.3 

要支援

要介護

要支援

要介護

要支援

要介護

要支援

要介護

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

506人

483人

452人

420人

28,367回

35,156回

38,734回

45,305回

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000
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（２）訪問入浴介護 

延べ利用回数は、平成26年度が突出して多くなっていますが、他の年度は約800

回で推移しています。（図表3-1-1-3） 

要介護度別に延べ利用回数をみると、要介護４以外は減少しています。（図表

3-1-1-4） 

図表 3-1-1-3 訪問入浴介護の利用状況（延べ利用回数） 

図表 3-1-1-4 訪問入浴介護の要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用回数（回） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 0 0 0 0.0 0.0 0.0 

要支援 2 8 0 0 0.2 0.0 0.0 

要介護１ 2 0 0 0.1 0.0 0.0 

要介護２ 89 46 69 2.2 1.3 0.7 

要介護３ 188 95 71 2.1 1.4 1.7 

要介護４ 259 244 367 4.8 3.9 5.5 

要介護５ 511 409 297 5.2 6.2 3.9 

合計 1,057 794 804 14.5 12.8 11.8 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

825

1,057

794

804

0 500 1,000 （回）
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（３）訪問看護 

延べ利用回数は、平成26年度に12,905回まで増加していましたが、平成27年

度以降は11,000回台と横ばいとなっています。（図表3-1-1-5） 

要介護度別に延べ利用回数をみると、要介護５では平成26年度に比べて平成2８

年度では約半分に減っています。（図表3-1-1-6） 

図表 3-1-1-5 訪問看護の利用状況（延べ利用回数） 

図表 3-1-1-6 訪問看護の要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用回数（回） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 191 349 156 3.0 5.4 3.8 

要支援 2 993 806 801 8.2 7.9 9.1 

要介護１ 1,614 796 1,127 17.6 11.9 17.1 

要介護２ 2,059 2,757 2,745 20.5 29.3 32.8 

要介護３ 3,211 2,083 2,493 29.3 21.1 26.6 

要介護４ 2,206 2,286 2,392 19.3 23.3 26.4 

要介護５ 2,631 2,689 1,475 20.6 23.0 19.6 

合計 12,905 11,766 11,189 118.3 121.9 135.3 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

10,958

12,905

11,766

11,189

0 5,000 10,000 （回）



34 

（４）訪問リハビリテーション 

延べ利用回数は、平成 27 年度に 938 回まで増加し、さらに平成 27 年度には

2,408回へと倍以上に増加しています。（図表３-1-1-7） 

要介護度別に延べ利用回数をみると、要介護２・３で大きく増加しており、平成27

年度から平成2８年度では約1,500回増えています。（図表3-1-1-8） 

図表 3-1-1-7 訪問リハビリテーションの利用状況（延べ利用回数） 

図表 3-1-1-8 訪問リハビリテーションの要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用回数（回） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 0 44 36 0.0 0.4 0.3 

要支援 2 0 93 249 0.0 0.4 1.4 

要介護１ 0 121 276 0.0 0.7 1.4 

要介護２ 0 120 588 0.0 0.6 3.8 

要介護３ 8 181 867 0.1 1.4 4.7 

要介護４ 9 33 147 0.3 0.3 1.2 

要介護５ 250 346 245 1.9 2.1 1.8 

合計 267 938 2,408 2.3 5.9 14.7 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

181

267

938

2,408

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
（回）
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（５）居宅療養管理指導 

延べ利用回数は毎年増加を続け、平成28年度には平成25年度の1.6倍の 1,641

人となっています。（図表3-1-1-9） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護 1・4で大きく増加しており、平成

26年度から平成2８年度では約2倍増えています。（図表3-1-1-10） 

図表 3-1-1-9 居宅療養管理指導の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-1-10 居宅療養管理指導の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 2.2 2.7 4.7 

要支援 2 4.4 4.4 7.3 

要介護１ 10.0 11.4 18.3 

要介護２ 16.6 22.3 25.6 

要介護３ 21.5 21.1 27.2 

要介護４ 16.1 24.3 31.1 

要介護５ 19.8 24.3 22.7 

合計 90.6 110.6 136.8 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

989

1,087

1,327

1,641

0 500 1,000 1,500 （人）
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（６）通所介護 

要介護者の延べ利用回数は平成27年度まで増加をしていましたが、平成28年度

では約2,000回程度減少し43,116回となっています。（図表3-1-1-11） 

要介護度別に延べ利用回数をみると、要介護１～３の利用が多く約8割を占めてい

ます。（図表3-1-1-12） 

町内に整備されている事業所は図表3-1-1-13のとおりです。 

図表 3-1-1-11 通所介護の利用状況護（要支援：延べ利用人数、要介護：延べ利用回数） 

図表 3-1-1-12 通所介護の要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用回数（回） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１    17.9 22.1 29.5 

要支援 2    41.4 37.5 47.8 

要介護１ 11,651 11,436 10,287 108.7 99.3 91.1 

要介護２ 13,496 15,398 13,600 107.0 121.4 110.8 

要介護３ 8,818 10,921 12,119 60.0 78.0 85.9 

要介護４ 5,238 5,684 5,127 43.8 42.0 36.6 

要介護５ 1,624 1,947 1,983 12.5 16.8 15.8 

合計 40,827 45,387 43,116 391.3 417.1 417.3 

要支援

要介護

要支援

要介護

要支援

要介護

要支援

要介護

平成28年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

821人

712人

715人

928人

37,348回

40,827回

45,387回

43,116回

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000
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図表 3-1-1-13 通所介護の定員数 

（注）平成29年4月現在 

事業所名 定員（人） 

たかのデイサービスセンター 25 

デイサービスかがやき 10 

デイサービスセンター幸の郷 15 

デイサービス・柚子養老 30 

白鶴荘デイサービスセンター 25 

山口デイサービスセンター 15 

養老の郷 50 

デイサービスセンター養老「福寿苑」 20 

デイサービス空 10 

かなやデイサービス 18 

デイサービスこすもす花畑 25 
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（７）通所リハビリテーション 

要支援者の利用者数は、平成25年度以降600人台の前半から800人台の前半で

推移しています。要介護者の延べ利用回数は 12,000 回台から 13,000 回台の前半

で推移しています。（図表3-1-1-14） 

要介護度別に延べ利用回数をみると、要介護１～3の利用が多く約8割を占めてい

ます。また、要介護５の重度者は、平成2６年度以降減少しています。（図表3-1-1-15） 

図表 3-1-1-14 通所リハビリテーションの利用状況 

（要支援：延べ利用人数、要介護：延べ利用回数） 

図表 3-1-1-15 通所リハビリテーションの要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用回数（回） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１    28.1 22.8 35.8 

要支援 2    30.5 30.8 33.6 

要介護１ 3,995 3,464 3,920 35.3 33.4 36.4 

要介護２ 4,155 4,359 4,283 36.1 41.2 44.3 

要介護３ 2,924 2,549 2,912 23.4 21.9 23.3 

要介護４ 1,372 1,447 1,673 12.7 11.7 14.1 

要介護５ 804 765 392 8.3 9.1 4.8 

合計 13,250 12,584 13,180 174.3 170.8 192.3 

要支援

要介護

要支援

要介護

要支援

要介護

要支援

要介護

平成28年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

693人

703人

643人

833人

12,267回

13,250回

12,584回

13,180回

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000
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（８）短期入所生活介護 

延べ利用日数は、平成 26 年度～平成 28年度は 16,000 日台で推移しています。

（図表3-1-1-16） 

要介護度別に延べ利用日数をみると、要介護２～４の利用が多く、全体の約７～８

割を占めています。（図表3-1-1-17）

月平均利用人数は120～130人で推移しています。（図表3-1-1-17）

図表 3-1-1-16 短期入所生活介護の利用状況（延べ利用日数） 

図表 3-1-1-17 短期入所生活介護の要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用日数（日） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 36 83 60 0.8 2.3 1.0 

要支援 2 89 49 84 1.6 1.1 1.3 

要介護１ 1,294 1,034 1,545 16.5 13.6 17.9 

要介護２ 3,115 3,308 3,361 33.8 28.8 30.0 

要介護３ 5,956 5,331 5,616 34.1 34.2 38.3 

要介護４ 4,640 3,816 3,725 28.8 25.6 23.4 

要介護５ 1,711 2,469 2,569 11.5 14.1 14.1 

合計 16,841 16,090 16,960 127.0 119.5 126.0 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

18,042

16,841

16,090

16,960

0 5,000 10,000 15,000 20,000 （日）
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（９）短期入所療養介護（介護老人保健施設） 

延べ利用日数は、平成26年度～27年度は1,000日台で推移し、平成28年度は

623日で平成25年度の半分以下になっています。（図表3-1-1-18） 

要介護度別に延べ利用日数をみると、要介護４の利用が多く、全体の約６～８割を

占めています。（図表3-1-1-19）

図表 3-1-1-18 短期入所療養介護（介護老人保健施設）の利用状況（延べ利用日数） 

図表 3-1-1-19 短期入所療養介護（介護老人保健施設）の要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用日数（日） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 0 0 0 0.0 0.0 0.0 

要支援 2 4 36 0 0.1 0.2 0.0 

要介護１ 3 27 0 0.1 0.2 0.3 

要介護２ 10 96 10 0.3 0.3 1.2 

要介護３ 71 119 56 0.7 0.8 1.3 

要介護４ 809 602 542 2.8 2.5 3.6 

要介護５ 122 156 15 0.8 0.8 0.4 

合計 1,019 1,036 623 4.6 4.7 6.8 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

1,456

1,019

1,036

623

0 500 1,000 1,500 （日）
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（１０）特定施設入居者生活介護 

特定施設入居者生活介護は、有料老人ホームやケアハウスなどの特定施設に入居し

ている人が介護や支援を必要とした場合、入浴、排せつ、食事などの介護やその他の

日常生活上の世話を行うサービスです。延べ利用人数は、やや増加傾向にあります。

（図表3-1-1-20） 

月平均利用人数は、7～9人で推移しています。（図表3-1-1-21） 

平成 29年 4月現在、本町の人が利用している特定施設は図表 3-1-1-22 のとお

りです。 

図表 3-1-1-20 特定施設入居者生活介護の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-1-21 特定施設入居者生活介護の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 1.9 0.1 0.1 

要支援 2 0.0 0.0 0.0 

要介護１ 1.7 2.8 3.0 

要介護２ 0.4 1.0 2.0 

要介護３ 0.0 0.7 0.2 

要介護４ 0.1 1.9 2.0 

要介護５ 3.0 2.4 2.0 

合計 7.1 8.8 9.3 

表 3-1-1-22 特定施設入居者生活介護の事業所利用者数

事  業  所 所在地 定員 町利用者数 

有料老人ホーム「ベストライフ岐阜」 大垣市 72 3 

有料老人ホーム「憩いの里」大垣 大垣市 33 3 

ケアハウス オークヒルズ各務野 各務原市 50 1 

京都ゆうゆうの里 京都府 520 1 

ハッピーライフ大垣 大垣市 10 1 

特定施設 ピーターラビットの家 愛知県 24 1 

合  計 10 

（注）平成29年4月現在 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

103

85

106

111

0 50 100 （人）
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（１１）福祉用具貸与 

延べ利用人数は毎年増加を続け、平成 28 年度には平成 25 年度の約 1.3 倍の

5,830人となっています。（図表3-1-1-23） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護２・３の利用が多く、全体の約５割

を占めています。（図表3-1-1-24）

図表 3-1-1-23 福祉用具貸与の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-1-24 福祉用具貸与の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 15.8 23.6 33.7 

要支援 2 47.2 49.0 56.8 

要介護１ 43.3 44.6 58.5 

要介護２ 115.5 122.0 122.5 

要介護３ 88.1 91.8 105.8 

要介護４ 62.9 64.1 71.5 

要介護５ 33.1 38.3 37.2 

合計 405.8 433.3 485.8 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

4,531

4,870

5,199

5,830

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000（人）
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（１２）福祉用具購入費 

給付費は平成 27 年度まで増加を続け 3,997 千円となっていますが、平成 28 年

度に3,045千円と減少しています。（図表3-1-1-25） 

要介護度別に給付費をみると、要介護５の平成28年度は平成27年度の約3割に

なっています。（図表3-1-1-26）

図表 3-1-1-25 福祉用具購入費の利用状況（給付） 

図表 3-1-1-26 福祉用具購入費の要介護度別利用状況 

区分 
給付額（千円） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 121 316 149 

要支援 2 343 646 324 

要介護１ 597 634 572 

要介護２ 1,068 1,084 812 

要介護３ 562 526 687 

要介護４ 864 456 388 

要介護５ 239 336 114 

合計 3,793 3,997 3,045 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

2,836

3,793

3,997

3,045

0 1,000 2,000 3,000 4,000
（千円）
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（１３）住宅改修費 

給付費は平成26年度に8,889千円と下がっていますが、他の年度は11,000千

円台で推移しています。（図表3-1-1-27） 

要介護度別に給付費をみると、要介護４・５の利用は低く１割程度になっています。

（図表3-1-1-28）

図表 3-1-1-27 住宅改修費の利用状況（給付） 

図表 3-1-1-28 住宅改修費の要介護度別利用状況 

区分 
給付額（千円） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 1,175 1,766 1,887 

要支援 2 1,611 1,490 1,282 

要介護１ 2,049 2,221 2,366 

要介護２ 2,501 2,987 2,742 

要介護３ 746 1,241 1,810 

要介護４ 535 1,225 677 

要介護５ 272 330 430 

合計 8,889 11,260 11,195 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

11,217

8,889

11,260

11,195

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 （千円）
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２．地域密着型サービス 

（１）認知症対応型通所介護 

延べ利用回数は毎年増加を続け、平成 28 年度には平成 25 年度の約 2.1 倍の

2,435回となっています。（図表3-1-2-1） 

要介護度別に延べ利用回数をみると、平成28年度には要介護２～４の利用が多く、

全体の約９割以上を占めています。（図表３-1-2-2）

本町には、平成29年４月現在、定員12人の「デイサービスくるみ」が整備され

ています。（図表3-1-2-3） 

図表 3-1-2-1 認知症対応型通所介護の利用状況（延べ利用回数） 

図表 3-1-2-2 認知症対応型通所介護の要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用回数（回） 月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 4 0 0 0.1 0.0 0.0 

要支援 2 0 0 0 0.0 0.0 0.0 

要介護１ 371 417 127 2.0 2.7 1.6 

要介護２ 235 623 603 2.3 4.5 4.6 

要介護３ 762 802 1,460 4.0 4.4 7.3 

要介護４ 132 233 245 0.8 1.3 1.4 

要介護５ 0 0 0 0.0 0.0 0.0 

合計 1,504 2,075 2,435 9.2 12.8 14.9 

図表 3-1-2-3 認知症対応型通所介護の定員数および登録者数 

事  業  所 所在地 定員 町利用者数 

デイサービスくるみ 養老町 12 15 

（注）平成29年4月現在 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

1,143

1,504

2,075

2,435

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500
（回）
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（２）小規模多機能型居宅介護 

延べ利用人数は、平成 27 年度までは 200 人台後半で推移していましたが、平成

28年には375人と多くなっています。（図表3-1-2-4） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護３の利用が増えており、平成26年

度から28年度では1.6 倍となっています。（図表3-1-2-5）

本町には、平成29年４月現在、定員29人の「小規模多機能ホームつばきの郷」

が整備されています。（図表3-1-2-6） 

図表 3-1-2-4 小規模多機能型居宅介護の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-2-5 小規模多機能型居宅介護の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 0.0 0.3 0.1 

要支援 2 0.7 0.0 0.1 

要介護１ 4.6 4.4 5.3 

要介護２ 5.4 5.8 5.4 

要介護３ 6.8 7.2 11.3 

要介護４ 1.9 2.1 4.1 

要介護５ 3.6 3.4 5.0 

合計 23.0 23.2 31.3 

図表 3-1-2-6 小規模多機能型居宅介護の定員数および登録者数 

事  業  所 所在地 定員 町の登録者数 

小規模多機能ホームつばきの郷 養老町 29 30 

もやいの家チクタク 瑞穂市 24 2 

合計 32 

（注）平成29年4月現在 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

253

276

278

375

0 100 200 300 400
（人）
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（３）認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 

延べ利用人数は、700人台で推移しています。（図表3-1-2-7） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護２～４の利用が多く、全体の７割以

上を占めています。（図表3-1-2-8）

平成 29年４月現在、本町の人が利用している事業所は図表3-1-2-9 のとおりで

す。 

図表 3-1-2-7 認知症対応型共同生活介護の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-2-8 認知症対応型共同生活介護の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 0.0 0.0 0.0 

要支援 2 0.0 0.0 0.0 

要介護１ 8.0 7.7 6.8 

要介護２ 13.0 12.3 15.3 

要介護３ 18.9 17.6 17.8 

要介護４ 13.2 16.2 13.4 

要介護５ 8.1 8.7 9.4 

合計 61.2 62.4 62.6 

図表 3-1-2-9 認知症対応型共同生活介護の事業所別利用者数 

事  業  所 所在地 定員 町利用者数 

グループホームおあしす養老 養老町 9 9 

グループホームうれし家 養老町 18 18 

グループホームこすもすの森 養老町 18 17 

グループホーム・柚子養老 養老町 18 18 

グループホームくるみ 養老町 18  

合    計 62 

（注）平成29年5月現在 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

723 

734 

749 

751 

0 100 200 300 400 500 600 700 800
（人）
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（４）地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

延べ利用人数は300人台で推移しています。（図表3-1-2-10） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護３が多く全体の約４～５割を占めて

います。（図表3-1-2-11）

図表 3-1-2-10 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-2-11 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 0.0 0.0 0.0 

要支援 2 0.0 0.0 0.0 

要介護１ 0.0 0.0 0.0 

要介護２ 6.3 3.2 1.8 

要介護３ 10.5 15.3 15.8 

要介護４ 7.5 7.4 9.8 

要介護５ 1.4 2.8 1.6 

合計 25.7 28.7 29.0 

図表 3-1-2-12 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の事業所別利用者数

事業所名 所在地 定員  町利用者数 

特別養護老人ホーム養老長屋 養老町 29 29 

特別養護老人ホーム八幡の杜 養老町 20  

合計 29 

平成26年度

平成27年度

平成28年度

308 

344 

348 

0 100 200 300 400 （人）
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（５）地域密着型通所介護 

平成２８年度の延べ利用回数は5,552回でした。（図表3-1-2-13） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護1・2が多く全体の約7割を占めて

います。（図表3-1-2-14） 

図表 3-1-2-13 地域密着型通所介護の利用状況（延べ利用回数） 

図表 3-1-2-14 地域密着型通所介護の要介護度別利用状況 

区分 
延べ利用回数（回） 月平均利用人数（人） 

28 年度 28 年度 

要介護１ 2,096 19.0 

要介護２ 2,023 19.9 

要介護３ 431 6.1 

要介護４ 692 5.1 

要介護５ 280 2.3 

合計 5,522 52.4 

平成28年度 5,522 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
（回）
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３．施設サービス 

（１）介護老人福祉施設 

延べ利用人数は1,500人台で推移しています。（図表3-1-3-1） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護３～５の利用が多く、全体の約８～

９割を占めています。（図表3-1-3-2）

平成29年４月現在、本町の人が利用している施設は図表3-1-3-3のとおりです。

本町には定員90人の「特別養護老人ホーム白鶴荘」が整備されています。 

図表 3-1-3-1 介護老人福祉施設の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-3-2 介護老人福祉施設の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要介護１ 3.1 1.2 0.0 

要介護２ 14.8 7.2 2.6 

要介護３ 32.1 33.8 32.2 

要介護４ 40.6 42.6 51.6 

要介護５ 37.1 45.2 46.1 

合計 127.6 129.8 132.4 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

1,511 

1,531 

1,558 

1,589 

0 500 1,000 1,500
（人）
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図表 3-1-3-3 介護老人福祉施設の事業所別利用者数         単位：人

事  業  所 所在地 定員 町利用者数 

特別養護老人ホーム白鶴荘 養老町 90 64 

特別養護老人ホーム友和苑 大垣市 80 13 

特別養護老人ホーム清心苑 大垣市 160 9 

大垣市くすのき苑 大垣市 100 2 

特別養護老人ホーム長寿の里・南濃 海津市 100 24 

特別養護老人ホームゆのきがわ 垂井町 80 4 

特別養護老人ホームハピネスビラ 輪之内町 60 13 

サンビレッジ新生苑 池田町 139 3 

特別養護老人ホームまほろば 大野町 50 １ 

特別養護老人ホームコート・スマイル 岐阜市 100 1 

特別養護老人ホームサンビレッジ瑞穂 瑞穂市 72 1 

鈴鹿特別養護老人ホームかなしょうず園 鈴鹿市 80 1 

特別養護老人ホーム第二大和の里 稲沢市 110 1 

特別養護老人ホームパサーダ 大垣市 80 1 

特別養護老人ホーム美輝苑 羽島市 50 1 

合    計 139 

（注）平成29年4月現在 
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（２）介護老人保健施設 

延べ利用人数は、1,400 人台後半～1,500 人台前半で推移しています。（図表

3-1-3-4） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護 3・4の利用が多く、全体の約５～

６割を占めています。（図表3-1-3-5） 

平成29年４月現在、本町の人が利用している施設は図表3-1-3-6のとおりです。

本町には定員100人の「養老の郷」が整備されています。 

図表 3-1-3-4 介護老人福祉施設の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-3-5 介護老人福祉施設の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要介護１ 10.4 7.1 5.8 

要介護２ 21.9 22.2 22.3 

要介護３ 31.1 32.1 35.5 

要介護４ 35.0 41.3 40.3 

要介護５ 25.5 25.3 23.0 

合計 123.9 127.8 127.0 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

1,496 

1,487 

1,534 

1,524 

0 500 1,000 1,500
（人）
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図表 3-1-3-6 介護老人保健施設の事業所別利用者数               単位：人 

事  業  所 所在地 
平成 29 年４月 

定員 町利用者数 

養老の郷 養老町 100 65 

老人保健施設西濃 大垣市 127 6 

老人保健施設サットヴァの園 大垣市 100 26 

老人保健施設セイ・ウインド大垣 大垣市 100 1 

老人保健施設大樹 大垣市 96 3 

老人保健施設輪之内ビラ 輪之内町 70 7 

老人保健施設カワムラコート 岐阜市 200 1 

松波総合病院介護老人保健施設 笠松町 146 1 

老人保健施設康陽 名古屋市 72 1 

介護老人保健施設ひきやま 名古屋市 100 1 

老人保健施設寺田ガーデン 岐阜市 100 1 

介護老人保健施設プラザ２１おおの 大野町 72 1 

介護老人保健施設仙寿苑 本巣市 70 1 

老人保健施設おうじゅ 垂井町 60 1 

合    計 116 
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（３）介護療養型医療施設 

延べ利用人数は10人前後で推移しています。（図表3-1-3-7） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護５の利用者でほぼ占められています。

（図表3-1-3-8）

平成 29年４月現在の利用者は１人（要介護５）で、神戸町の「黒川胃腸科外科ク

リニック」を利用しています。 

図表 3-1-3-7 介護療養型医療施設の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-3-8 介護療養型医療施設の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要介護１ 0.0 0.0 0.0 

要介護２ 0.0 0.0 0.0 

要介護３ 0.0 0.0 0.0 

要介護４ 0.0 0.3 0.0 

要介護５ 0.8 0.5 1.0 

合計 0.8 0.8 1.0 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

8 

9 

9 

12 

0 5 10 15 20
（人）
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４．居宅介護支援 

延べ利用人数は毎年増加を続け、平成28年には10,018人となっています。（図

表3-1-4-1） 

要介護度別に月平均利用人数をみると、要介護１～３の利用が多く、全体の約６割

を占めています。（図表3-1-4-2）

図表 3-1-4-1 居宅介護支援の利用状況（延べ利用人数） 

図表 3-1-4-2 居宅介護支援の要介護度別利用状況 

区分 
月平均利用人数（人） 

26 年度 27 年度 28 年度 

要支援１ 67.8 69.5 84.8 

要支援 2 98.9 96.1 108.5 

要介護１ 167.0 151.8 166.4 

要介護２ 178.0 198.8 199.8 

要介護３ 124.8 131.8 151.7 

要介護４ 77.7 80.2 85.3 

要介護５ 39.3 44.6 38.4 

合計 753.3 772.7 834.8 

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

8,591

9,040

9,272

10,018

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000
（人）
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５．給付費 

平成 28 年度の総給付費は 23.9 億円となっています。平成 27 年度は 0.5 億円、

平成28年度は1.5億円増と平成28年度の増加が多くなっています。（図表3-1-5-1）

図表 3-1-5-1 給付費 

平成26年度

平成27年度

平成28年度

21.9 

22.4 

23.9 

0 10 20 （億円）
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第２節 地域支援事業

Ⅰ 介護予防事業

１．二次予防事業 

（１）二次予防事業対象者把握事業 

事業の対象者を、訪問活動や関係機関からの連絡、本人・家族・地域住民等の連絡

などから把握しました。 

（２）通所型介護予防事業 

① 運動機能向上「いきいきお達者教室」 

二次予防事業対象者に、ストレッチや柔軟性を高める運動、筋力を高める運動な

どの「運動器の機能向上プログラム」を実践しました。 

図表 3-2-1-1 いきいきお達者教室の実績

② 口腔機能向上「いきいき健口教室」 

二次予防事業対象者に、生活機能の維持・向上、要支援・要介護状態に陥ること

の予防を目的に、口腔機能の向上と低栄養改善についての講義と実践をしました。 

図表 3-2-1-2 いきいき健口教室の実績

③ まるごと介護予防教室 

運動機能向上「いきいきお達者教室」と口腔機能向上「いきいき健口教室」の内

容を見直し、高齢者の自立した生活の維持・向上、要支援・要介護状態に陥ること

の予防を目的に運動、口腔機能、栄養改善、認知症予防についての講義と実践をし

ました。平成28年度は延べ108人が参加しました。 

図表 3-2-1-3 まるごと介護予防教室の実績

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

参 加 者 数（人） 37 18 18 9 

延 べ参 加 者 数 （人） 241 200 186 104 

開 催 回 数（回／年） 16 12 12 12 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

参 加 者 数（人） 15 16 22 14 

延 べ参 加 者 数 （人） 26 43 108 59 

開 催 回 数（回／年） 3 3 6 5 

区        分 平成 28 年度

参 加 者 数（人） 20 

延 べ参 加 者 数 （人） 108 

開 催 回 数（回／年） 7 
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２．一次予防事業 

（１）介護予防普及啓発事業 

① 出前講座 

介護予防の知識の普及・啓発、介護予防について意識を高めることを目的に、各

地域において出前講座を開催しました。利用者数は平成 25 年度の 875 人をピー

クとして減少していますが、平成28年度はには実施回数の増加が見られ、496人

となっています。 

図表 3-2-1-4 出前講座の実績 

② 認知症サポーター養成講座 

認知症の人や家族を各々の生活場面でサポートする「認知症サポーター」を養成

するため、キャラバン・メイト研修を受けた人が住民や職域の集まりなどに出向い

て、認知症サポーター養成講座を開催しています。 

参加者は平成26年度から増加し、平成26年度から平成28年度は各年度約300

人が受講しています。 

図表3-2-1-5 認知症サポーター養成講座の実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

認知症サポーター養成講座  

開催回数（回／年） 
0 1 10 9 9 

認知症サポーター        

人  数（人） 
0 25 254 305 256 

③ 脳の健康教室 

認知症予防のため、簡単な計算や音読など脳の働きを活性化させるプログラムを、

学習サポーターの協力を得ながら実施しました。平成２７年度は２３回開催し、延

べ３８９人が参加しました。 

図表3-2-1-6 脳の健康教室の実績

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

利 用 者 数（人） 571 875 695 500 496 

開 催 回 数（回／年） 15 18 25 16 21 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

参 加 者 数（人） 18 20 20 20 

延 べ参 加 者 数 （人） 363 375 406 389 

開 催 回 数（回／年） 20 20 24 23 
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④ レッツ！！脳健クラブ

脳の健康教室の内容を見直し、脳の活性化につながる「計画を立てる」、「運動」、

「料理」、「音楽」などの実践を通し、認知症予防に取り組みました。平成２８年度

は延べ９３人が参加しました。

図表 3-2-1-7 レッツ！！脳健クラブの実績

⑤ いきいきすこやかシニア体操教室

高齢者の体力の維持・増進を図るため、いきいきすこやかシニア体操を実施しま

した。教室の参加を通じて介護予防の大切さや運動を継続していくことの重要性を

学びました。平成２７年度は延べ３０１人が参加しました。 

図表3-2-1-8 いきいきすこやかシニア体操教室の実績 

⑥ ロコモ予防教室

高齢者の生活機能の維持・向上を目的に教室の参加を通して、介護予防の大切さ

や継続して行う事の重要性を学びました。特に、ロコモティブシンドローム（運動

器症候群。略称：ロコモ）に着目し、筋力・柔軟性等の向上、転倒予防のためのバ

ランスを養う運動等の実施をしました。平成27年度は延べ79人が参加しました。 

図表 3-2-1-9 ロコモ予防教室の実績

区        分 平成 28 年度

参 加 者 数（人） 20 

延 べ参 加 者 数 （人） 93 

開 催 回 数（回／年） 6 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

参 加 者 数（人） 40 50 53 44 

延 べ参 加 者 数 （人） 164 500 475 301 

開 催 回 数（回／年） 6 14 14 12 

区        分 平成 27 年度

参 加 者 数（人） 20 

延 べ参 加 者 数 （人） 79 

開 催 回 数（回／年） 6 
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⑦ 足・脳いきいき教室 

いきいきすこやかシニア体操教室とロコモ予防教室の内容を見直し、筋力、柔軟

性等の向上のためのストレッチや筋力トレーニングを実施しました。また、認知機

能向上のための運動も取り入れて実施しました。平成２８年度は延べ８６人が参加

しました。 

図表 3-2-1-10 足・脳いきいき教室の実績 

⑧ 出張型運動教室 

老人クラブ、ふれあい・いきいきサロン等の団体（原則１０名～３０名程度）を

対象に、運動を主とした介護予防に関する講義及び介護予防体操の実施とその振り

返りを行いました。平成２８年度には申込団体が３団体に減少し、延べ参加者数も

９０人に減少しました。

図表 3-2-1-11 出張型運動教室の実績  

⑨ 巡回型認知症講座及び二次検査 

平成29年度、認知症の正しい知識の普及啓発及び早期発見を目的とした講座を町

内各公民館等にて実施しました。認知症サポート医による講話、地域包括支援セン

ター職員によるレクリエーション、タッチパネル（もの忘れが始まっている可能性

について点数で判定できる機器）の体験を行い、詳細な検査が必要な人には、二次

検査を実施し、医療機関の受診勧奨や介護予防教室の参加勧奨を行いました。 

区        分 平成 28 年度

参 加 者 数（人） 17 

延 べ参 加 者 数 （人） 86 

開 催 回 数（回／年） 8 

区        分 平成 27 年度 平成 28 年度

参 加 団 体 数 （人） 5 3 

延 べ参 加 者 数 （人） 221 90 
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Ⅱ 包括的支援事業

１．介護予防ケアマネジメント事業

二次予防事業対象者把握事業により把握した対象者のうち、二次予防事業として介

護予防事業の利用を希望する者に対しては、次のような手順で介護予防ケアマネジメ

ントを行いました。 

①一次アセスメント → ②介護予防ケアプランの作成 → ③サービスの提供 

→ ④サービス提供後の再アセスメント → ⑤評価 

また、要支援者については、予防給付に関するケアマネジメントを行いました。 

平成 2８年度の介護予防ケアマネジメント事業の利用実人数は 108 人となってい

ます。 

図表3-2-2-1 介護予防ケアマネジメント事業の実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

作 成 件 数（件） 889 1,009 910 839 926 

利 用 実 人 数（人） 125 122 105 103 108 

２．総合相談支援事業 

相談件数は増加傾向にあり、平成 28 年度は 344 件になっています。内容別にみ

ると「介護や介護保険等福祉に関する相談」が多数を占めています。 

図表3-2-2-2 総合相談支援事業の実績                      単位：件 

区    分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 

介護や介護保険等福祉に関する相談 132 148 228 250 279 

健康や病気など保健医療に関する相談 11 12 30 26 22 

その他の相談 32 98 51 39 43 

計 175 258 309 315 344 
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３．一般介護予防事業

平成２９年度からは、介護保険法の改正によりこれまでの一次予防事業と二次予防

事業を区別せずに、地域の実情に応じた効果的・効率的な介護予防の取り組みを推進

する観点から見直し、介護予防を機能強化するため、新たな「一般介護予防事業」に

再編し、事業を展開してまいります。

４．権利擁護事業

権利擁護に関する相談としては、「高齢者虐待」「権利擁護・成年後見」に関する内

容が多くなっています。必要に応じて適切なサービスや制度の利用につなげています。

図表3-2-2-3 権利擁護事業の実績                   単位：件 

区  分 平成 24年度 平成 25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

高齢者虐待に関する相談 5 23 21 20 17

権利擁護・成年後見に関する相談 3 13 25 38 63

消費者被害に関する相談 3 1 3 2 5

計 11 37 49 60 85

５．包括的・継続的マネジメント事業

福祉・保健・医療など地域の社会資源との連絡・調整を行うとともに、居宅介護支

援事業者連絡協議会と連携して、困難事例への対応などケアマネジャーの後方支援等

を行っています。 
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Ⅲ 任意事業

１．介護給付等費用適正化事業

保険者機能・権限が強化されたことに伴い、事業所に対する指導を強める一方、国保

連合会の給付適正化システムを活用し、不正請求などに対する事業所のチェックを行い、

介護給付の適正化に努めています。

２．家族介護支援事業 

（１）家族介護慰労金支給事業 

要介護４・５の認定者を在宅で介護している家族に対して、１か月 5,000 円の慰

労金を支給しています。これまで、居宅の介護保険サービスを利用していないこと、

町民税非課税世帯であることが要件で支給をしています。 

（２）認知症高齢者見守り事業 

認知症高齢者が徘徊した場合に、ＧＰＳを利用して高齢者を探索する認知症高齢者

見守り事業を行っています。平成25年度は１件の利用がありました。
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３．その他事業

（１）成年後見制度利用支援事業 

成年後見制度利用支援事業は、身寄りのない重度の認知症高齢者に対する成年後見

制度申し立ておよび申し立てに要する経費等を支援し制度利用を促進するものです。

平成24年度から平成28年度の利用実績はありません。 

（２）地域自立生活支援事業 

① 生活管理指導員派遣事業

介護保険の対象にならない概ね65歳以上のひとり暮らし高齢者や高齢者のみの

世帯などに、社会福祉協議会に委託して、生活管理指導員（ホームヘルパー）を派

遣し、日常生活の指導、支援を行っています。延べ利用者数、延べ利用回数ともに

減少傾向にあり、平成 28年度の延べ利用者数は36人、延べ利用回数は98回と

なっています。 

図表3-2-3-1 生活管理指導員派遣事業の実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

延べ利用者数（人） 46 36 42 36 36 

延べ利用回数（回） 116 123 132 114 98 

② 生活管理指導短期宿泊事業 

生活管理指導短期宿泊事業は、基本的生活習慣が欠如していたり、対人関係が成

立しないなどいわゆる社会適応が困難な高齢者に対して、養護老人ホームなどを活

用して一時的に宿泊させ、生活習慣等の指導を行うサービスです。平成2４年度か

ら平成2８年度の利用実績はありません。 

（３）介護用品の支給（日常生活用品等購入費助成事業） 

要介護状態の在宅高齢者に対して、介護用品（紙おむつ等）を購入した際に、所得

状況や利用者の状態などに応じて助成を行いました。利用者は 150 人台で推移して

おり、平成28年度の補助金額は約270万円となっています。 

図表3-2-3-2 介護用品の支給（日常生活用品等購入費助成事業）の実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

利用者数（人） 157 153 150 151 153 

補助金額（円） 3,199,670 3,099,688 3,133,458 2,760,845 2,725,606 
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第３節 福祉サービス 

１．介護予防・生活支援事業

（１）ふれあいいきいきサロン

社会福祉協議会では、介護保険の対象にならない比較的元気な高齢者などを対象に、

健康チェックや会食、趣味活動などを地区の集会施設を利用して行う「ふれあいいき

いきサロン」を実施しています。参会者は平成26年度に約10倍と増加し、平成28

年度は37の地域で開催され、9,084人が利用しました。「仲間づくり・出会いの場・

健康づくりサロン」は、ご近所の方がコミュニケーションを図ることを目的とし、高

齢者、子育て中の親等が交流する場となっています。 

図表3-3-1-1 ふれあいいきいきサロンの実績（社協） 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

利用者数（人） 730 778 7,957 7,048 9,084 

開催場所（か所） 33 35 32 35 37 

（２）食事サービス

① 配食サービス 

民間委託により、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯などを対象に、毎週２

回水・金曜日に昼食を配達し、栄養面からの健康の維持・増進と安否確認を行って

います。１回当たりの自己負担額は450円です。 

実利用者数および延べ配食数のどちらも減少しており、平成28年度は実利用者

数4人、延べ配食数265食となっています。 

図表3-3-1-2 配食サービスの実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

実利用者数（人） 10 11 11 5 4 

延べ利用者数（人） 120 75 70 50 40 

延べ配食数（食） 754 531 453 298 265 

１食当たり利用者負担（円） 450 450 450 450 450 
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② 社会福祉協議会の配食サービス 

社会福祉協議会では、食事ボランティアの協力を得て、75 歳以上のひとり暮ら

し高齢者を対象に、年３回配食サービスを実施しています。延べ配食数は年々増加

しています。 

図表3-3-1-3 社会福祉協議会での配食サービスの実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

実施回数（回） 3 3 3 3 3 

延べ配食数（食） 778 796 792 834 862 

③ 支部社会福祉協議会の会食サービス 

養老町内 10 地区に設けられている支部社協では、75 歳以上のひとり暮らし高

齢者を対象として、地域で会食サービスを実施しています。 

図表3-3-1-4 支部社協での会食サービスの実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

実 施 回 数（回） 7 10 10 8 9 

延べ利用者数（人） 389 355 346 333 372 

（３）緊急通報システム

見守りが必要なひとり暮らし高齢者などに対して、病気などの緊急事態に速やかに

対応し、生活の安全を図るため、ペンダント型の無線発信器を備えたシルバーホンを

貸与しています。このシステムは、高齢者が緊急連絡ボタンを押すと、養老消防署に

連絡が入り、近隣の協力員に確認要請が入ります。そして、協力員が高齢者の容態を

確認し、必要があれば、消防署に救助要請するシステムです。

図表3-3-1-5 緊急通報システムの実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

利用者数（人） 219 216 213 215 218 
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（４）友愛訪問活動

社会福祉協議会では、支部社協の役員の協力を得て、年１回、75 歳以上のひとり

暮らし高齢者や寝たきり高齢者などの家庭を訪問し、安否確認や悩みなどの相談を受

けています。 

図表3-3-1-6 友愛訪問活動の実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

訪問件数（回） 585 588 610 702 675 

（５）福祉用具（介護保険以外）の貸与

社会福祉協議会では、介護保険以外のサービスとして、介護ベッド、車いす、シル

バーカーを貸与しています。近年は介護ベッドの貸与実績はありません。 

図表3-3-1-7 福祉用具（介護保険以外）の貸与の実績   単位：台 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

車 い す 52 58 38 28 32 

シ ル バ ー カ ー 475 501 374 309 319 

（６）日常生活自立支援事業

社会福祉協議会では、判断能力が不十分な認知症高齢者や知的障がいのある人、精

神障がいのある人に対し、日常の金銭管理サービス、福祉サービス利用援助や書類等

の預かりサービスによる権利擁護を通じて日常生活を支援しています。平成28年度

は4人が利用しています。 

図表3-3-1-8 日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）の実績 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

利用者数（人） 6 6 6 4 4 

（注）年度末累計利用者数。



68 

２．施設利用の状況

（１）養護老人ホーム

平成28年４月現在、養護老人ホームへは、西濃清風園を中心に４人が入所していま

す。この数年は５人前後で推移しています。 

図表3-3-2-1 養護老人ホーム入所者数 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

利用者数（人） 5 4 4 5 4 

（注）各年４月１日現在

図表3-3-2-2 養護老人ホーム入所者の状況 

施設名 所在地 

平成 26 年４月 平成 29 年４月 

定員（人） 
本町の入所 

者数（人） 
定員（人） 

本町の入所 

者数（人） 

西濃清風園 垂井町 50 3 50 3 

福寿園 愛知県田原市 80 1 80 1 

計   4  4 

（注）各年４月１日現在 

（２）老人福祉センター

町内には、Ａ・Ｂ型の老人福祉センターが整備されています。利用者はやや減少傾

向にあり、平成28年度は約13,000人となっています。 

図表3-3-2-3 老人福祉センターの概要 

種 別 設置年月 所在地 施設内容 事業内容

Ａ型 

Ｂ型

昭和 57.11 

昭和 58.3

高 田 

三神町

機能回復訓練室

生活相談室

栄養指導室 

図書室、浴室 

機能回復訓練室

生活相談室

栄養指導室 

職員数 ５人(社協指定管理)

①生活相談・健康相談

②機能回復訓練の実施

③教養講座の実施 など 

職員数 １人 

①生活相談 

②教養講座の実施 など 

図表3-3-2-4 老人福祉センターの利用者数 

区        分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

利用者数（人） 16,301 14,364 14,229 13,557 13,321 
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３．社会参加・生きがい活動の状況

（１）シルバー人材センター

高齢者が就業を通して自己の労働能力を活かし、生きがいをもって社会参加ができる

よう、社団法人養老町シルバー人材センターが設立されています。 

平成 2８年度の実績では、延べ就労日数が22,274日、就労実人員が215人、契約

金額が約１億２千万円となっています。就労実人員１人当たりの年間就労日数は

103.6 日で、配分金は約47万６千円です。 

図表3-3-3-1 シルバー人材センターの登録状況等 

区  分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

登録者数（人） 229 217 211 212 206 

男 160 156 151 152 146 

女 69 61 60 60 60 

受注件数（件） 750 852 794 905 863 

公共事業 48 68 81 75 72 

民間事業 145 157 134 172 188 

一般家庭 557 627 579 658 603 

延べ就労日数（日） 23,468 23,662 21,846 23,033 22,274 

就労実人員（人） 228 207 201 196 215 

契約金額（円） 115,336,921 120,009,280 114,634,428 119,378,054 118,830,570 

公共事業 25,748,920 30,206,514 31,008,860 30,641,982 35,621,404 

民間事業 78,200,870 76,803,119 71,030,065 72,958,918 68,792,742 

一般家庭 11,387,131 12,999,647 12,595,503 15,777,154 14,416,424 

配分金（円） 107,980,947 106,885,201 102,147,981 105,201,885 102,353,688 

就労実人員１人当たりの

配分金（円） 
473,600 516,353 508,1998 536,744 476,063 

就労実人員１人当たりの

年間就労日数（日） 
102.9 114.3 108.6 117.5 103.6 
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図表3-3-3-2 シルバー人材センターの仕事内容 

仕事内容 職域 受注件数（件） 契約金額（円） 

農業機械修理等 

賞状筆耕等 

家事手伝い等 

植木の剪定・樹木の伐採等 

製作加工等 

シャトルカート運転等 

道路補修 

屋内外清掃・除草作業等 

専門的・技術的職業 

事務的職業 

サービスの職業 

農林漁業の職業 

生産工程の職業 

輸送・機械運転の職業 

建設・採掘の職業 

運搬・清掃・包装等の職業 

1 

14 

22 

286 

38 

1 

12 

489 

1,030,966 

1,042,632 

6,652,366 

11,828,527 

27,514,423 

436,348 

1,838,148 

68,487,160 

合計 863 118,830,570 

（注）平成28年度実績 

（２）老人クラブ

平成 28 年４月現在、町内には 59 の単位老人クラブがあり、5,732 人が加入して

います。対象人口が年々増加する中、加入者は年々減少しており、平成28年４月の加

入率は51.1％となっています。 

図表3-3-3-3 老人クラブ会員数 

区  分 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 

単位クラブ数（か所） 76 64 64 63 59 

対象人口（人） 10,736 10,888 11,032 11,117 11,223 

会員数（人） 6,700 6,605 6,440 6,092 5,732 

加入率（％） 62.4 60.7 58.4 54.8 51.1 

（注）各年４月１日現在

（３）交流活動

① 三世代交流事業

町内の幼稚園・保育園のいろいろな行事（夏祭り・運動会・クリスマス会等）に

地域のお年寄りを招待し交流を図っています。

② 福祉施設等の慰問活動

大正琴、舞踊などの趣味を生かし、福祉施設等へ慰問活動をし、入所者との交流

を図っています。 
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４．地域福祉の関連団体

（１）民生委員児童委員

厚生労働大臣の委嘱をうけて59人の民生委員児童委員（うち主任児童委員３人）

が活動しています。高齢者福祉に関しては、ひとり暮らし高齢者やねたきり高齢者等

の発見および生活状況を把握し、高齢者虐待の早期発見と未然防止を図るため、適切

な相談、援助に努めています。また、次の活動に協力しています。 

・独居老人給食サービス事業に協力 

・ひとり暮らし高齢者等への友愛訪問 

・高齢者を敬愛する運動の推進、各地区敬老会への協力 

（２）社会福祉協議会

地域福祉推進の中心的な担い手である社会福祉協議会は、住民参加の下、在宅福祉

サービス、ボランティア活動、福祉教育等を推進しています。高齢者に関する主な事

業は、要援護者の把握、ひとり暮らし高齢者等の見守り、いきいきふれあいサロン等

を実施しています。また、支部組織（支部社協）を強化していく過程で、地域のネッ

トワークづくりを進めています。

（３）ボランティア団体

高齢者に関するボランティアとして、次の団体・グループが活動しています。

図表3-3-4-1 ボランティア団体（平成29年4月現在） 

区   分 設立年 人数 主な活動

養老町赤十字奉仕団 昭和 58 年 121
独居老人、ねたきり老人のお見舞い事業   

施設訪問事業

養老町社協登録ボランティア 平成２年 84
独居老人給食サービス事業

施設行事、施設入所者に対する支援活動




